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研究成果の概要（和文）：　20世紀初頭中国における「琴学」についての考察を行うにあたり、当時中国各地で
営まれていた雅集や琴社の活動を全国規模に高めたとして評価される周慶雲を調査対象とすることから開始し
た。周慶雲および同時代の琴学者による活動は、１）各地での琴社の組織、２）全国的な琴会の開催、３）「国
楽」の制定や「雅楽」の整備に対する琴学者の参画など、様々な文化現象として現れた。特に、北京大学音楽研
究会古琴導師の王露や大同楽会代表の鄭覲文は、西洋音楽推進派の代表的人物である蕭友梅から断定的な批判を
受けながらも、西洋中心主義に傾く近代中国において古典文化の「琴学」に正当な位置づけを与えようとした動
きとして重要であった。

研究成果の概要（英文）：I researched from Zhou Qing-yun who is appreciated as raising the activities
 of 'Yaji' and 'Qin' society nationwide, which had been running in various parts of China at that 
time, then discussed the 'Qin' study in China early in the 20th century. Activities by Zhou Qing-yun
 and contemporary scholars of 'Qin' appeared as various cultural phenomena such as 1) Organization 
of 'Qin' society in various places, 2) Holding nationwide 'Qinhui' , and 3) the establishment of 
national music and the participation of 'Qin' scholars on the development of 'Yayue'. Especially 
Wang Lu who worked at Professor Kokko at Beijing University Music Research Institute and Zheng Bun 
Weng who was representative of 'Datong' music conference, despite assertive criticism from Xiao 
You-mei, a representative character of Western music promotionism at the time, was important as a 
move to try to give a legitimate position to classical culture 'Qin' study in modern China which 
lean towards Westernism.
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１．研究開始当初の背景 
 
 それまで、近代中国の政治、教育、娯楽文
化など諸側面の変化をめぐって、様々な研究
が行われていたが、音楽文化についていえば、
榎本泰子氏の『楽人の都・上海――近代中国
における西洋音楽の受容』（研文出版、1998
年）、『上海オーケストラ物語：西洋人音楽家
たちの夢』（春秋社、2006 年）、『上海：多国
籍都市の百年』（中央公論社、2009 年）で租
界地域を中心とする上海における、都市の西
洋化を背景とした西洋音楽の受容と発展を
中心に考察が行われており、高婙氏の『近代
中国における音楽教育思想の成立―留日知
識人と日本の唱歌』（慶應義塾大学出版社、
2010 年）では、19 世紀末から 20 世紀におけ
る、中国の音楽教育思想をめぐる変遷につい
ての詳細な考察が行われていた。中国でも、
汪毓和『中国近代音楽史（第三次修訂版）』（中
央民族大学出版社、2009 年）などがあり、
上記四種も含めていずれも近代中国におけ
る西洋化の道のりを主たる叙述対象として
いる。 
 
 一方で、古琴あるいは琴学についての研究
は盛んになりつつあるという状況であった。
古琴国際学術シンポジウムの論文集である
『琴学薈萃――第一届古琴国際学術研討会
論文集』（斉魯書社、2009 年）、『琴学薈萃―
―第二届古琴国際学術研討会論文集』（斉魯
書社、2010 年）が刊行されるなど、国際的
な研究活動も始まったところであった。こち
らは古琴の伝統性の所在についての論考が
多く、近代中国における「琴学」について叙
述される際も、伝統文化の保存という意義が
強調される場合が多い。上記のような学術状
況は本研究にとって非常に参考価値が高い
といえるが、「琴学」転換期としての意義を
論じるような研究は従来行われていない。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、周慶雲、鄭覲文（1872-1935）、
王露（1879-1921）をモデルとしてとりあげ、
20 世紀初頭における「琴学」についての考察
を行う。周慶雲は、清朝崩壊を待たずに古典
的「士」の身分から脱却して実業家として財
力や名声を獲得した点や、自身の開催した琴
会で女性や欧米人の参加を積極的に促した
点で異質な存在である。そのため、本研究で
は周慶雲を中心とし、鄭覲文や王露の事績と
照合しながら、当時の「琴学」の諸相を総体
的に理解することを目的とするものである。 
 
 一般に、東アジアの近代化は西洋化の歴史
であったと見做され、その上で伝統（東洋）
と近代（西洋）の対立軸が設定されることが
多い。それに対して、本研究で得られると期

待される成果は以下の点において特色があ
る。 1) 一見したところ伝統に固執したかの
ようにも思われる「琴学」の主体（元々の
「士」）たちが、主に租界地域より流入した
西洋文化に触れ、自身の変容を余儀なくされ
たことを明らかにしうる点、2) 近代科学を中
国に齎した西洋人が「琴学」（伝統）に触れ
ることで、逆に中国の古典的「士」の姿から
影響を受けたことを明らかにしうる点、3)  
西洋文化（近代科学）に傾倒することで「士」
から脱却しようとした人士も、思想の根底に
はやはり「琴学」（伝統）に由来する教育思
想を持っていたことを明らかにしうる点。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の具体的な方法は以下の通りであ
る。20 世紀初頭の「琴学」の歩みにおいて重
要な人物である周慶雲（1866-1934）、鄭覲文
（1872-1935）、王露（1879-1921）の関係資
料を収集し、翻刻・訳注作業を行い、その上
で各人物の業績や思想など多方面からの考
察を行う。それにより、20世紀初頭の「琴学」
の諸相について明らかにする。 
 
 第一年度は、主に周慶雲関係資料の収集整
理を行った。これについては既におよそ七割
が完了していたので、翻刻・訳注作業を進め
ると同時に、鄭覲文や王露らの関連資料収集
も平行して進め、これらと照合しながら 20
世紀初頭の「琴学」をめぐる動向についての
基礎的研究を行った。 
 
 第二年度は、主に鄭覲文や王露らについて
の関係資料収集整理作業を継続して進めた。
また、同時代に音楽教育の西洋化を試みた蔡
元培や蕭友梅のような、異なる立場の人士に
よる動きにも注目し、同時代知識人の全体像
をできるだけ総体的に把握するよう努めた。 
 
 第三年度は本研究の総決算として、それま
での研究成果を用い、また西洋人による「琴
学」や東洋音楽に対する言及（英語文献）に
も注目しながら、同時代東西文化人にとって
の「琴学」の全体像を総体的に把握した。 
 
 
 
４．研究成果 
 
 20 世紀初頭中国における「琴学」について
の考察を行うにあたり、当時中国各地で営ま
れていた雅集や琴社の活動を全国規模に高
めたとして評価される周慶雲を調査対象と
することから開始した。周慶雲および同時代
の琴学者による活動は、１）各地での琴社の
組織、２）全国的な琴会の開催、３）「国楽」
の制定や「雅楽」の整備に対する琴学者の参



画など、様々な文化現象として現れた。特に、
北京大学音楽研究会古琴導師の王露や大同
楽会代表の鄭覲文は、西洋音楽推進派の代表
的人物である蕭友梅から断定的な批判を受
けながらも、西洋中心主義に傾く近代中国に
おいて古典文化の「琴学」に正当な位置づけ
を与えようとした動きとして重要であった。 
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